
２００７年７月１日から６日まで，フランスの

ストラスブールにて，第２１回国際ガラス会議

（International Congress on Glass）が開催され

た。ストラスブールは旧市街が世界遺産に登録

されている大変美しく，またヨーロッパ議会の

都市としても有名な所である。ICGは，そのヨー

ロッパ議会に程近い会議場において約４０カ国

より８７０人が参加して行われた。日本からは約

８０名程度の方々の参加があり，特に旭硝子と

日本電気硝子から各々１２－１４名程が参加して

いたことが特筆される。

会場Palais des Congres

本 ICG では，ガラスに関する研究のみなら

ず，ガラス産業の現状・方向等，ガラスに関係

する非常に広範囲に亘る発表・講演等が行われ

た。７／２の開会式後に今回初めて行われたラ

ウンドテーブル（パネルディスカッション）で

は，“Glass products for the future”と題して，

Helmut Schaeffer 教授の司会の下，パネラー

に日本電気硝子�の山本茂取締役を含め６人の
方が出られ，それぞれの企業等における今後の

新商品に関する考え方，取り組みなどが紹介さ

れ，大変興味深いものであった。また４つの基

調講演が行われ，その内の一つは京都大学平尾

一之教授によるナノガラスに関するものであっ

た。

７／２開会式後に行われたRound Table
中央が日本電気硝子�取締役の山本茂氏
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研究発表については，今回，２５分野で合計

７５１件の発表が行われた。この内，３０４件が口

頭（内，招待講演３５件），残りの４４７件がポス

ター発表，日本よりの発表は合計で全体の約

１０％に当たる７７件であった。発表の分野別の

件数を表に示す。前回２００４年の京都での ICG

では５２２件（日本２４１件）の発表があったとの

記録があり，開催地がヨーロッパの中心であっ

たこともあり，当然と言えるが，日本からの発

表が少なく，逆に前回に比べ日本以外の発表が

３倍近くもあったことになる。また，ICG（In-

ternational Commission on Glass）の TC１か

ら２１の会合が７／１他，研究発表の時間を縫っ

て持たれた。

ICGへの参加は筆者にとって初めての経験で

あり，世界のガラスファミリーの規模の大き

さ，幅広さ，活発さ，そしてそのホスピタリテ

ィに触れることができた。筆者自身もただ聞く

だけではなく，平成１７，１８年の２年間に行っ

たNEDO委託研究「ガラス構造データベース

の構築に関する研究開発」の成果をポスター発

表することができた。「構造」のセッションで

の発表となったため，反応は今一つだったが，２

日目には近くにあった小テーブルをポスターの

前に持って来て，パソコンでのデモも行った。

合わせて INTERGLADについてもVer．６のパ

ンフレットを配付しつつ説明することができ，

INTERGLAD宣伝の良い機会ともなったと思

う。

コーヒーブレイクにて
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Haut―Koenigsburg 城 ７／６閉会式

今回，INTERGLADの競合データベースで

ある SciGlass では展示ブースを出し，口頭，

ポスターを合わせ４件の関連発表を行い，積極

的に大学等の研究者に対しデータベースの宣伝

をしていたことが印象的であった。また，筆者

もその中心人物のMazurin 氏に初めて会い，

色々情報交換できたことは収穫であった。

この他，現在当フォーラムが東工大，旭硝子

などと取り組んでいるガラスの気中溶解技術に

ついて，矢野東工大准教授から発表されたが，

約１５０人が参加し盛況であった。

ところで，ストラスブールは７月の初めであ

ったのにも関わらず，大変寒く，連日雨が降っ

たり止んだりの天気で，上着，傘を手放せない

日が続いた。水曜日の午後には近郊のHaut―

Koenigsbourg 城へのエクスカーションがあ

り，山の頂上に聳え立つ中世末期の古城の堅牢

な構造と当時の内部での生活を偲ばせる内装・

家具等を楽しむことできた。が，その間にも突

然冷たい雨が降りかかり，寒さに震えることも

あった。そしてやっと天気が良くなったのは最

終日の金曜であり，晴れて気温も上がってきた

中で閉会式が行われた。閉会式は人もまばらで

はあったが，次回の ICG２０１０の開催地ブラジ

ルの E．Zanotto 教授の挨拶・参加への呼び掛

けがあり，６日間に亘った ICG２００７の幕が閉

じられた。
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